数分歩いた後に、個室に通された。男は内装の様子から、将官クラスの部屋かと察した。案の定、中将が管理職にありがちな椅子に腰かけ、机上で手を組み語りかけてきた。
「さて、そろそろ本題に入ろうか。某所にある重要機密の査察…といったところか」
「なんでまた私みたいなのを。中将ほどの人物なら特殊工作部隊の一つや二つ動かすのも造作ないでしょうに」
「我々は先遣だ。実際の始末は後に正規の部隊を呼ぶ。我々のやるべきことは、それが回収に値するか見極めることだ」
正規の部隊を利用しないあたりから、サキの独断であり本質的に胡散臭い任務である事を、ディケンズは察知した。同時に、我が身に降りかかる不運を嘆きたくなった。
「その機密の内容を、現場の一将兵が知る必要はないと」
「極秘なのでな、現状を決定的に変えるものとだけ言っておく。以降は私が直接指示する。以上が今回の任務だ。何かあるか？」
「それじゃあ一つ」
「何だ、言ってみろ」
「何をやって中将になったかは知らねえが、あんまり調子こき過ぎるんじゃねえぞ。死ぬ度に二階級特進してりゃあ俺のほうが上だ」
ディケンズに内封された攻撃性の一端を見せつけられ、サキは黙り込んだ。黙り込んだのには、攻撃性に気圧されたと同時に、死者に鞭打つも同然の行為をしている後ろめたさを喚起されたというのもあった。
建物の前では、一人の男が装甲車の手入れをしていた。
「あんたらか、いい年してサムシングを探しに行こうっていう少佐さんと中将さんってのは。」
「口を慎め、キルゴア大尉。まったくどいつもこいつも…」
「へいへい」
デジャヴじみたやり取りをしているサキを尻目に、ディケンズはキングの貌を眺めた。野良犬を思わせる風貌をしていた。ディケンズはその中年の大尉がどういういきさつでこの作戦に参加するかは想像がつかなかったが、自分と同じでマトモな人間がこんな作戦に参加するはずがないということは予想が付いた。
「お前もこの鬼婆に見込まれちまったんだ、さっさと覚悟を決めることだな」
サキはもうディケンズの発した言葉に反応する気力は失せていた。
準備が整ったらしく、挨拶もそこそこに三人は乗り込んだ。キルゴアが操縦席に着き、サキとディケンズが後部座席に座った。ディケンズはその後方に、重火器が並べられているのを見た。サキがモーゼルを肌身離さず持ち歩いていることをふと思い出した。
「貴様に渡すものがあった。受け取れ」
サキが並べられた火器の傍らから無造作に取り出した。小太刀程の長さだが、鉈並みの厚さを持った、ナイフのようなものだった。そのサイズから、そう呼んでいいかには疑問が残るが。ディケンズの半身ともいえる得物であり、手にした瞬間に、転生してから感覚の失せていた身体が昂るのを実感した。
「へえ…結構いいところあるじゃない」
「何か言ったか」
「大変有り難く思っています」
しかし、並んでいたものは機関銃に始まりショットガン、対戦車ロケットと平時の、それもこの小人数には明らかに不釣り合いなものであった。その重火器の傍らに、見慣れぬ鉄塊を発見した。ディケンズがそれを分析しているのを察したキルゴアは、悪戯を隠す子供のように応えた。
「気になるかい？」
その言葉を吐くや否や、サキはミラー越しにキングを睨みつけた。それを受けたキルゴアは苦笑した。
「ま、今のところは秘密だな」
そうこうしているうちにエンジンがかかり、出発の態勢は整った。
「最後に、一つ確認をさせて頂きたい」
ディケンズが発した。
「何だ」
「作戦行動中に中将が戦死された場合は、任務自体が消滅し、自動的にその任を解かれるものとしていいのでしょうか」
会話を聞いていたキルゴアがケラケラと乾いた笑いを上げた。サキは口元を歪めた。

最後に、探しに行くものの案（丸投げ）
①サキ中将の飼い猫（ほのぼの系に）
②倫理、宗教的なもの（不謹慎上等）
③古代遺跡、オーパーツ的なもの（オカルト、ＳＦ、ファンタジーに）
④大量破壊兵器か戦時条約違反のもの（現実的）
⑤人外の美少年・美少女（中二病の方に）
ここまで書いたところで自己嫌悪に陥る。
